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SDG ⼤学連携プラットフォーム（SDG‒UP）2022 年度第 3 回分科会（第 21 回ワークショ
ップ）開催 
 
2022 年 11 ⽉ 21 ⽇、SDG ⼤学連携プラットフォーム（SDG-UP）の第 21 回ワークショッ
プがオンラインで開催され、参加⼤学 23 校から 54 名が出席しました。本ワークショップ
では、「SDGs カリキュラム」、「⼤学評価・アカウンタビリティ」、「⼤学間等連携」、「マネ
ジメント」という 4 つのテーマに分かれて第３回⽬となる分科会を開催し、前回取り上げ
た議題について引き続き議論するとともに、3 ⽉に⾏われる公開シンポジウムでの総括討
論会に向けた準備を⾏いました。各分科会の議論概要は次の通りです。 
 
・SDGs カリキュラム分科会 
昨年度開発したオンライン教材「国連 SDGs ⼊⾨」の追加内容について話し合いが⾏われ
た。北九州市⽴⼤学は、国連の公開情報を利⽤したデータベースの使い⽅に関するカリキ
ュラム作成を試みていることを報告した。昨年の 10 ⽉から集中講義を開始している「国連
SDGs ⼊⾨」だが、ノートルダム清⼼⼥⼦⼤学からは 100 名程の学⽣を対象に対⾯形式の
通常授業として実施した例が報告され、教材動画を視聴してからグループ討論を⾏い、レ
ポートが提出されるまでの具体的な授業の様⼦が紹介された。今後、⼤学間の連携によっ
て作成した本オンライン教材をどのように維持し、次に繋げていくかという課題が挙げら
れ、紙媒体の教科書として出版することも⽰唆された。3 ⽉の総括討論会ではこれまでの
議論を踏まえた⽬標項⽬を発表する予定である。 
 
・⼤学評価・アカウンタビリティ分科会 
岡⼭⼤学と筑波⼤学が、それぞれの取り組みの優良事例について報告を⾏った。岡⼭⼤学
は、2022 年に「国連教育変⾰サミット」および「ユネスコ・チェア･プログラム 30周年記
念会議」という 2 つの国際会議に参加したことを紹介するとともに、地域と世界を結ぶ
Global Good に貢献する⼤学として、SDGｓ⼤学経営の推進、国連と⼤学との連携強化、
若者の参画など多⾓的な取り組みを⾏っていることを説明をした。筑波⼤学は、2022 年 4
⽉に再組織化された Design the Future 機構における、情報発信、⼈材育成、地域連携、社
会実装に関わる取り組みについて報告し、SDGs を推進をしていく上で学⽣を巻き込んだ
取り組みやプロジェクトマネジャーの育成を課題として挙げた。続いて上智⼤学より、
The Times Higher Education (THE)インパクトランキング 2022 の SDG 項⽬ において上
位に選ばれた世界の⼤学の取り組みや動向について解説が⾏われ、学⽣主体の取り組みの
重要性、他⼤学との協⼒や企業との共創、SDG-UP での議論の発信強化などについて議論
が交わされた。3 ⽉の総括討論会では、THE インパクトランキング 2022 の分析結果の報
告を中⼼に、これまでの分科会で提起された課題について発表を⾏う。 
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・⼤学間等連携分科会 
前回までの議論を振り返るとともに各⼤学から近況報告を通じて連携の鍵となる共通点を
模索した。また、 SDG -UP 参加⼤学を対象に各⼤学の具体的な連携に関する取り組みに
ついて、活動の主体者、活動のテーマ、他⼤学との連携、連携の進捗状況などに関する設
問を盛り込んだアンケートを⾏い、その調査結果を 3 ⽉の総括討論会にて発表する予定で
ある。今後、活動のリンク先や連絡先を集約して各⼤学の最新状況が共有できるような仕
組みづくりを⾏い、将来的には情報を取りまとめるウェブサイトなどを通じて発信を⾏っ
ていくことが話し合われた。さらに、⼤学間の連携につながる可能性の⾼い事例について
は、中⻑期的な連携強化を⽬指すことが確認された。 
 
・マネジメント層分科会 
9 ⽉の中間報告において、⼤学との関わりを強めて⼀体感・共感を醸成する「エンゲージ
メント」が重要であると確認されたことを踏まえ、幅広いステークホルダーとの関係性を
強め、より開かれた⼤学経営を⾏うことを⽬的とした各⼤学の取り組みが共有された。そ
の具体的な事例として、教職員の「エンゲージメント」を強化する組織の整備、未来の⼤
学⽣である⼩中⾼⽣を意識した SDGs に関するカリキュラムの充実、学⽣会議の招集やSD
Ｇs 分野でのリサーチにおける学⽣職員の登⽤といった現役⽣の効果的な活⽤、および出
張講義を通じた地域連携などが挙げられた。また、SDGs 経営を導⼊するにあたって、資
⾦調達の⽅法だけでなく、ダイバーシティ（多様性）に配慮し、特に⼥性の活躍の場を確
保することが重要であると確認し、トップダウンの改⾰に加え、広く全学に対して理解を
求める努⼒、そしてその可視化が重要という意⾒が共有された。3 ⽉の総括討論会では、
「エンゲージメント」推進のために、誰を対象にいかに取り組むのか、そして、⼤学のト
ップマネジメントは何をなすべきかについて議論する予定である。 
 
SDG-UP アドバイザーである関⻄学院⼤学総合政策部の村⽥俊⼀教授は、各分科会におけ
る議論を振り返り、「SDGs カリキュラム」については、昨年開発したオンライン教材のカ
リキュラム改良が⾏われている点を評価し、プログラム修了証の発⾏を進めるとともに総
括討論会でプロジェクトの⽅向性を確認するよう強調しました。「⼤学評価・アカウンタ
ビリティ」に関しては、岡⼭⼤学と筑波⼤学が⾏った優良事例報告を奨励し、インパクト
ランキングを⽤いた世界の⼤学の動向分析が今後への問題提起につながることに期待を寄
せました。「⼤学間等連携」が計画している参加⼤学へのアンケート調査とウェブサイト
での情報発信は、⾮常に有効だと評価しました。「マネジメント」は、総括討論会で誰を
に、どのように、何を働きかけていくのか明確にし、リーダーシップのあり⽅などについ
て忌憚のない議論が交わされることが望ましいと述べました。 
 
これらの議論に基づき、村⽥教授は参加⼤学がチェンジ・エージェント（変⾰の推進者）
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として⼒を合わせ、国内の⼤学においてさまざまな改⾰を進めていって欲しい、と述べて
ワークショップを締めくくりました。 
 
参加⼤学 23 校（アルファベット順） 
広島⼤学 
北海道⼤学 
国際基督教⼤学 
国際⼤学 
⾦沢⼤学 
慶應義塾⼤学 
関⻄学院⼤学 
奈良教育⼤学 
ノートルダム清⼼⼥⼦⼤学 
お茶の⽔⼥⼦⼤学 
岡⼭⼤学 
沖縄科学技術⼤学院⼤学 
⼤阪医科薬科⼤学 
⼤阪公⽴⼤学 
⼤阪⼤学 
⿓⾕⼤学 
創価⼤学 
上智⼤学 
東海⼤学 
東京都市⼤学 
東京⼯業⼤学 
東洋⼤学 
北九州市⽴⼤学 


